
※ 車外放送用スピーカは各車両の同じ箇所に設置されている。

付図１４　車両形式図等（１／３）

２両目（モハ２０７-３１）

３両目（モハ２０６-１７）

４両目（クハ２０６-１２９）

ATS-SW形車上子ATS-P形車上子

１両目（クハ２０７-１７）

ATS-P形車上子ATS-SW形車上子

列車無線アンテナ

列車無線アンテナ車外放送用スピーカ 車両用信号炎管

車両用信号炎管
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付図１４　車両形式図等（２／３）

編成位置 １両目 ２両目 ３両目 ４両目 ５両目 ６両目 ７両目

記号番号 ｸﾊ207-17 ﾓﾊ207-31 ﾓﾊ206-17 ｸﾊ206-129 ｸﾓﾊ207-1033 ｻﾊ207-1019 ｸﾊ206-1033

新製年月 平成4年2月 平成4年2月 平成4年2月 平成4年2月 平成7年3月 平成7年3月 平成7年3月

空車質量（t） 26.3 35.2 32.2 26.3 37.4 24.8 27.8

定　員（人） 150 163 163 150 150 163 150

車両長（m）

屋根高（m）

車体幅（m）

モニタ装置 旧型 旧型 旧型 旧型 新型 新型 新型

ＥＢ装置 無し ― ― 無し 有り ― 有り

ＴＥ装置 無し ― ― 無し 有り ― 有り

切換必要
列車無線機の
予備電源

切換必要 ― ―

―

切換必要 切換必要 ―

切換不要 切換必要 ― 切換必要
防護無線機の
予備電源

切換不要 ―

６両目（サハ２０７-１０１９）

５両目（クモハ２０７-１０３３）

ATS-P形車上子ATS-SW形車上子

ATS-SW形車上子ATS-P形車上子

７両目（クハ２０６-１０３３）

車両用信号炎管列車無線アンテナ

列車無線アンテナ車両用信号炎管



付図１４　車両形式図等（３／３）

正面図（クハ207-17）

一般部断面図（クハ207-17）

軌間1067



付図１５　客室の概要
（本件列車と同型の車両）

一般部のつり手 乗降口付近のつり手

そで仕切部の手すり

仕切部の手すり

腰掛

荷棚

乗降口脇の手すり

一般部及び乗降口付近のつり手拡大
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※（ ）外は一般部、（ ）内は乗降口付近の
　つり手寸法を示す。



付図１６　運転室機器配置図（その１）

車両用信号炎管のスイッチ

注：写真は、注記がない限り、本件列車７両目（クハ２０６-１０３３）運転室の写真である。
ブレーキハンドル力行ハンドル

　 本件列車１両目（クハ２０７-１７）
の事故後のハンドル位置

１両目と同型車両（クハ２０７-１５）

ブレーキハンドル

力行ハンドル
ＡＴＳ-ＳＷ形
の確認ボタン

逆転ハンドル

主幹制御器

　 防護無線機の発報ボタン
（透明なカバーが割られ、
押し込まれていた。）

運転室計器盤 列車緊急防護装置
（ＴＥ装置）TEスイッチ

（透明なカバーが割られておらず、
押し込まれていなかった。）

非常ブレーキスイッチ（右）

非常ブレーキスイッチ（左）

ＥＢ装置の
リセットスイッチ

ＡＴＳ-ＳＷ形
の確認ボタン

ブレーキハンドル

速度計

車内放送用マイク（右）

車内放送用マイク（左）

力行ハンドル



付図１６　運転室機器配置図（その２）

注：写真は、注記がない限り、本件列車７両目（クハ２０６-１０３３）運転室の写真である。

クハ２０６-１０１

ＡＴＳ復帰スイッチ（カバーを開いた状態）

携帯時刻表立て

列車無線マイク

列車無線機

主幹制御器

運転室計器盤

本件列車１両目（クハ２０７-１７）
列車無線機事故時の状況

電源

入
ー

切

話中ランプ

試験ボタン

携帯時刻表
試験良ランプ

チャンネル
CH3

試験ボタン

列車無線・乗務員無線
切替スイッチ

中央呼ボタン

直通予備ブレーキスイッチ

 列車無線機・防護無線機
 の電源切換スイッチ

列車無線用
スピーカ

ＡＴＳ-Ｐ用
スピーカ

車内電話用
外部スピーカ

車内放送用
スピーカ

ＡＴＳ-ＳＷ用
警報音スピーカ

車内連絡用
ブザースピーカ



列車無線マイク

車内電話

車内連絡用ブザー
スイッチ

警報持続
スイッチ

クハ２０６-１０１

付図１６　運転室機器配置図（その３）

注：写真は、注記がない限り、本件列車７両目（クハ２０６-１０３３）運転室の写真である。

運転室計器盤
主幹制御器

ＡＴＳ電源スイッチ
（配線用遮断器）

ＡＴＳ-Ｐ
カードリーダライタ

方向
切換スイッチ

ＡＴＳ-Ｐ
切換スイッチ

高加速スイッチ



※　図は、角度を拡大したもの
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０　番　代　の　車　両  １０００番代の一部の車両

２０００番代の一部の車両
本件列車の５及び７両目を
含む１０００番代の一部及び
２０００番代の一部の車両

付図１７　２０７系電車のＢハンドルの構造（その１）
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常用Ｂも非常Ｂも作動しない範囲



付図１７　２０７系電車のＢハンドルの構造（その２）

常用Ｂも非常Ｂも
作動しない範囲

写真は、本件列車７両目（クハ２０６-１０３３）

カムスイッチ側面とギヤとの隙間から内部状況を撮影

ブレーキハンドル

撮影方向

カムスイッチ下部

カムスイッチ上部
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付図１８　２０７系電車整備準則（抜粋）１／２



付図１８　２０７系電車整備準則（抜粋）２／２


